
一般名
プロピオン酸系 フェニル酢酸系 コキシブ系 アニリン系

ロキソプロフェンナトリウム水和物 ジクロフェナクナトリウム セレコキシブ アセトアミノフェン

先発 ロキソニン ボルタレン、ナボールSR セレコックス

後発 ロキソプロフェンNa ジクロフェナクNa セレコキシブ カロナール・アセトアミノフェン

規格 細粒、錠剤 錠剤、カプセル 錠剤 末、細粒、錠剤、シロップ

1錠薬価
先発 10.8.（60ｍｇ） 6.5（25ｍｇ） 15.7（100ｍｇ）

後発 10.5（60ｍｇ） 6.1（25ｍｇ） 6.3～8.3（100ｍｇ） 6.3～6.5（200ｍｇ）

用法 1日3回 1日3回 1日2回 投与間隔4～6時間

用量 1回60ｍｇ 1日75～100ｍｇ 1回100～200ｍｇ 1回300～1000ｍｇ

効能効果 消炎・解熱・鎮痛 消炎・解熱・鎮痛 消炎・鎮痛 解熱・鎮痛

Tmax（ｈｒ） 0.5 2.7（坐剤0.81） 2 1

t1/2（ｈｒ） 1.3 1.3 5～9 3

消化性潰瘍 禁忌 禁忌 禁忌

重篤な血液の異常 禁忌 禁忌

重篤な肝・腎障害 禁忌 禁忌 禁忌 肝障害のみ禁忌

重篤な心機能不全 禁忌 禁忌 禁忌

重篤な高血圧症 禁忌

アスピリン喘息またはその既往 禁忌 禁忌 禁忌

妊婦

添付文書 禁忌（妊娠末期） 禁忌 禁忌（妊娠末期） 有益性>危険性

FDA C/D C/D

AUS(TGA) C A

授乳婦 ◎ ◎ ◎ ◎

特徴
プロドラックであり、胃腸障害が比
較的少ない。速効性に優れた薬剤

強力な解熱・鎮痛・消炎作用を持つ
反面、胃腸障害の副作用の頻度が
高い。
インフルエンザの臨床経過中の脳
炎・脳症の患者
トリアムテレン投与中の患者に禁忌

COX－2を選択的に阻害し、胃腸障害が
少ないが、心血管系リスクに注意が必要。
アスピリン喘息の人にも安全に使用でき
る。ただし添付文書では禁忌
抜歯後の消炎鎮痛目的で使用する場合
初回投与量と2回目以降投与量が異なる
スルホンアミドに対して過敏症の既往歴
のある患者に禁忌

COX阻害作用はほとんどなく、中枢
に作用することで効果を発揮する。
インフルエンザ罹患患者、小児、妊
婦で多く使用される。
1日総量1500ｍｇを超す高用量で肝
機能障害に注意



非オピオイド系鎮痛剤（内用剤）

鎮痛剤薬価 2026年4月

メフェナム酸

先発 18.9円750ｍｇ/日

イブプロフェン

先発 18.9円600mg/日 後発 26.7円600ｍｇ/日

ナプロキセン

先発 37.8円600ｍｇ/日

ロキソプロフェンナトリウム水和物

先発 32.4円180ｍｇ/日 後発 31.5円180ｍｇ/日

ザルトプロフェン

先発 32.4-42.0円240ｍｇ/日 後発 32.4円240ｍｇ/日

ジクロフェナクナトリウム

先発 19.5円75ｍｇ/日 後発 18.3円75ｍｇ/日

エトドラク

先発 21.0円400ｍｇ/日 後発 23.0円400ｍｇ/日

ロルノキシカム

先発 32.4円12ｍｇ/日 後発 32.4円12ｍｇ/日

メロキシカム

先発 19.0円10ｍｇ/日 後発9.2-14.4円10ｍｇ/日

セレコキシブ

先発 31.4円200ｍｇ/日 後発12.6-16.6円200ｍｇ/日

チアラミド塩酸塩

先発 32.4円300ｍｇ/日

アセトアミノフェン

後発 33.6円1500ｍｇ/日

COX阻害作用が少ない

COX-2を選択的に阻害

即効性がある

消化性潰瘍の患者に禁忌

妊婦 第一選択薬

アセトアミノフェン チアラミド

セレコキシブ

アセトアミノフェン、アスピリン、ロキソプロフェン
ジクロフェナク、チアラミド ロルノキシカム

メフェナム酸、イブプロフェン、ナプロキセン、ロキソプロ
フェン、ザルトプロフェン、ジクロフェナク、エトドラク、
ロルノキシカム、セレコキシブ、チアラミド

アセトアミノフェン

重篤な腎機能障害患者に禁忌
メフェナム酸、イブプロフェン、ナプロキセン、ロキソプロ
フェン、ザルトプロフェン、ジクロフェナク、エトドラク、
ロルノキシカム、セレコキシブ、チアラミド

授乳婦に安全に使用できると      
考えられる薬

イブプロフェン、ロキソプロフェン、ジクロフェナク、
セレコキシブ、チアラミド、アセトアミノフェン

妊婦 (妊娠後期以外は有益性が    
まさったと判断された場合の投与)

ナプロキセン、ロキソプロフェン、エトドラク
ロルノキシカム、セレコキシブ

2026年4月初版



八尾市地域フォーミュラリ 非オピオイド系鎮痛剤（内用剤）

効能・効果 第一推奨薬 第二推奨薬

鎮痛

COX-1,COX-2を介さない
副作用が少ない
鎮痛作用は弱い
妊婦・授乳婦に比較的安全
小児適応を有する
解熱作用を有する

COX-2のみを選択的に阻害
消化管への影響が少ない
海外で心血管イベントのリスクが示唆されている
スルホンアミドに対して過敏症の既往歴のある患者に禁忌
消炎作用を有する

  他のNSAIDｓと比べて胃粘膜障害が少ない
解熱作用・消炎作用を有する

強力な鎮痛解熱作用を有する
胃腸障害の副作用の頻度高い
解熱作用・消炎作用を有する

  

アセトアミノフェン（カロナール®）

セレコキシブ（セレコックス®）

ジクロフェナク(ボルタレン®）

※日本では2025年4月時点で、10種類以上の鎮痛薬が発売されている。
※成人用のフォーミュラリであることに留意してください。
※がん性疼痛および非がん性慢性疼痛（関節リウマチ、変形性関節症など）は除く 薬剤のインタビューフォーム、添付文書

2026年4月初版

ロキソプロフェン（ロキソニン®）



セレコキシブは骨格にスルホンアミド基を有しているため、スルホンアミドに対して過敏症の既往歴のある患者は禁忌

主なスルホンアミト(゙一般名、販売名)

サルファ剤/ST 合剤 

サラゾスルファヒリ゚ジン（「アザルフィジン EN 錠 」）、スルファメトキサゾール・トリメト プリム（「バクタ配合錠」、

「バクタミニ配合錠」、「バクタ配合顆粒」、「バクトラミン 配合錠」） 

利尿薬/利尿薬との配合剤 

アセタゾラミト（゙「ダイアモックス錠」）、アゾセミド（「ダイアート錠」)、インタバ゚ミト ゙（「ナトリックス錠」）、

トラセミド（「ルプラック錠」）、トリクロルメチアジト（゙「フ ルイトラン錠」）、トリパミド（「ノルモナール錠」）、

ヒドロクロロチアシド゙（「ヒトロ゙ クロロチアシド錠゙」),フロセミド（「ラシックス錠」）,ヘン゙チルヒドロクロロチアシド゙ （「べハイド錠」）、

メチクラン（「アレステン錠」）、メフルシド（「バイカロン 錠」）、ベンチルヒドロクロロチア ジド・レセルピン（「ベハイドR A配合錠）

利尿薬と ARB の配合剤 

イルベサルタン・トリクロルメチアジト（゙「イルトラ配合錠）、カンデサルタン シレキセチ ル・ヒドロクロロチアシド゙（「エカード配合錠」）、

テルミサルタ ン・ヒドロクロロチアジ ド（「ミコンビ配合錠」）、ハル゙サルタン・ヒトロ゙クロロチアジド（「コディオ配合錠）、

 ロサルタンカリウム・ヒドロクロロチアシ ゙ト（゙「プレミネント配合錠」） 

SU 剤/SU 剤との配合剤(糖尿病治療薬)

アセトヘキサミド（「ジメリン錠）、クリ゙クラシド゙（「グリミクロン錠」）、グリクロヒラ゚ ミド（「デアメリン錠」）、グリヘン゙クラミド

（「オイグルコン錠」）、グリメピリト ゙（「アマリール錠」）、 ヒオ゚クリ゙タゾン塩酸塩・クリ゙メヒリ゚ド（「ソニアス配合錠」）

皮膚潰瘍治療薬 

スルファジアシン゙（「テラジアパスタ」）、スルファシア゙ジン銀 （「ゲーベンクリーム」）



非オピオイド系鎮痛剤（内用剤）
推奨後発品 2026年2月

アセトアミノフェン：

「カロナールあゆみ」「アセトアミノフェンマルイシ」

セレコキシブ：

「杏林」「ＪＧ」 「サワイ」 「日医工」

ロキソプロフェンナトリウム水和物：

「ＯＨＡ」「トーワ」 「クニヒロ」「ＣＨ」

ジクロフェナクナトリウム：

「トーワ」「サワイ」 「ＴＣＫ」 
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